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単一の降雨イベントにおける林外雨，樹冠通過雨，および樹幹流の地球化学特性の
把握

Study on the geochemical characteristics of gross rainfall, throughfall, and stemflow dur-
ing individual rainfall event
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森林域は地下水や河川水の源流にあたり，その水循環過程を把握するうえで，降水の地球化学特性を把握することが
非常に重要である。森林域では降水（林外雨）は林床までの到達経路の違いにより，樹冠通過雨および樹幹流に大別さ
れる。これまでの降水の化学特性に関する研究では，降水試料におけるサンプリングは一雨毎や一定期間をまとめて一
括採水を行う方法（バルク式サンプリング）が一般的に適用されてきた。一方で，一部の研究において降水中の化学組
成は，単一の降雨イベントにおいても時間と共に変化することが報告されており，より詳細な水文プロセスの解明を目
的とする場合，降水の詳細な化学特性を知ることは必要不可欠である。林外雨や樹幹通過雨の高時間分解能サンプルに
おける酸素・水素安定同位体比や溶存イオン濃度の変化に関する研究は，降水の起源である気団との関係や降雨流出プ
ロセスの解明に関連して行われているが，樹幹流を取り扱った研究は非常に少なく，樹幹流が水文環境に及ぼす影響に
ついて，更なる情報の蓄積が求められている。
そこで本研究では，降水を高時間分解能で任意の時間間隔で自動サンプリングできる装置の開発を行い，その装置を

用いて森林域での同一の降雨イベントにおける林外雨，樹冠通過雨，および樹幹流のサンプリングを行った。得られた試
料に関して酸素・水素安定同位体比および溶存イオン濃度分析を行い，その結果に基づいて各降水成分間の比較を行う
ことで，林床への到達経路の違いが樹冠通過雨・樹幹流の地球化学特性に与える影響の把握を試みた。本発表では，サ
ンプリング装置の概要および試料の分析結果から得られた地球化学特性を紹介し，本研究の今後の発展性を議論する。


